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議会だより議会だより

特集　初の議会報告会を開催
一般質問　小中学校聴講制度の実現を
　　　　　資源リサイクルセンター　収集時間の延長は
議会だよりアンケート結果
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議会だより「追跡あれからどう
なった?」の効果は問

全国的にも高く評価されている。町民
のみなさんに知らせた方がいいことを、委員
会で検討し掲載している。

答

一般質問にあった柿野橋の拡張
工事は問

よく議題になる。議会には予算の執行
権がないので、町にきちんと伝えておく。
答

安曇野市の図書館を視察され
た感想は問

視察した中央図書館は、図書館をはじ
めホール、展示スペース、小部屋や多くの学
習室がある複合施設だった。

答

議長の任期２年は長くないか問

議長の任期は法律上４年。町議会は申
し合わせで任期を２年にした。県下１６町村
中、１２町村が任期２年である。

答

町の将来展望が見えていないが問

本町は調整区域の農地が多く、市街化
区域が少ない。まだ人口減少は少なく、企
業誘致ができる状況である。町は「企業立
地推進室」「土地利用プロジェクト」を立ち
上げ、専門的に研究している。

答

なぜ全員が一般質問をしないの問

町の課題に対して、自分の意見・提案を
述べる一般質問や個別に担当課に相談す
るなど、いろいろな解決方法がある。全員が
やらなければならないとは限らない。

答

2

参加者からご意見・ご要望を  いただきました
特集  初の議会報告会
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　大口町議会は、初の議会報告会を開催しました。
　　参加人数：３７人
　　開催日時：平成２７年１１月７日（土）午後６時００分～午後７時４５分
　　開催場所：健康文化センター　１階　多目的室
　議員の資料説明後に、参加者と全議員で意見交換を行いました。
　その詳細内容、主なアンケート結果や意見・質問・要望を紹介します。なお、町に伝える
べき要望・意見は、すでに伝えました。

自転車の交通マナー対策を
本町の交通事故の発生率は県で３番

目。自転車の事故発生率は県下ワースト１で、
自転車のマナーも一番悪い。人身事故や物
損事故も前年に比べ増加。自転車の交通マ
ナー対策について、議会での討議、提案をお
願いしたい。

要望

要旨

総務建設常任委員会では、自
転車の交通マナー対策について、調査・検討
を始めました。

議会の対応

交通安全ルールの順守を
町民に浸透させて
交通事故は加害者や被害者にもリス

クがある。赤信号無視の飛び出し事故は、金
銭面で保護者の負担になる。ルール無視の
事故は、被害者も損することを小中学生に
浸透させれば、交通事故は減る。

要望

要旨

町に伝えました。議会の対応

難病の子も保育園に通える
よう、看護師の配置を
寝ると呼吸が止まるので、人工呼吸器

をつないで生活している。喀痰吸引の医療
行為が必要なため、ぜひ看護師の配置をお
願いしたい。

要望

要旨

町に伝えました。議会の対応

かく   たん
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参加者からご意見・ご要望を  いただきました
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　報告事項はある程度省略し、活発
な意見交換や建設的な意見を構築で
きる場を今後も設けていただきたい。

　普段、議員がどのような活動をして
いるのか気づかない。こういった機会
は、活動を知る手段の1つになりよい。

　意見交換会は、テーマ別にしても
良いのではないか。

　女性にとって開始時刻の午後６時
は非常に出にくい。報告会を多くのみ
なさんに聞いてもらうには、設定時間
の配慮が必要である。検討を!

　行政職員の参加が多かった。この
会は行政対象か、一般町民対象か、参
加方法を考えるべきではないか。

　住民が多く発言できるように、意見
交換の時間を多くしてほしい。

4

質問・意見・要望とアンケート 結果  
特集  初の議会報告会

●何で知ったか

広報おおぐち
33%

チラシ 21%議会だより
19%

町ホームページ
13%

その他
9%

議員・知人の紹介
5%

●参加しやすい開催日時

土日・祝日の午前 17%

土日・祝日の夜
43%

平日の午後 6%

平日の午前 6%

平日の夜 14%

土日・祝日の午後
14%

その他 0%

●資料「議会の概要」

分かりやすい
88%

未回答 6%
分かりにくい

6%

●資料「議会だより」

分かりやすい
70%

未回答
15%

分かりにくい
15%

●感想 未回答 0%よくなかった 0%

普通 48% よかった
52%

●今後の参加

テーマに
よっては
参加する
45% 参加したい

55%

参加したくない 0%
未回答 0%
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意見 ・ 要望

図書館建設予定がないのに、
なぜ視察に行かれたのか。

陳情についてはどう対応する
のか、「聞きおく」が主体か。

質問 回答
　時期は未定だが、建設の予定はあると町は表明してい
る。これからの整備のため、バリアフリー、地域交流の場に
なるよう図書館を視察した。

　陳情については、賛同できるものは採択をしている。
「聞きおく」とは、議会活動に参考にさせていただくとい
う意味である。

次回はテーマ別で
　議会基本条例の施行後、初
めての議会報告会を無事終え
ることができました。初めての
開催ということで、議員全員の
対応となり、参加された方の中
には威圧感を感じられた方も
みえたようです。
　想定外の様々な質問や意見
が出され、的確な回答ができな
かったこともありました。私自身、
議会の統一見解ではなく、議員
個人としての考えや思いの回
答となってしまいました。
　こうした反省も踏まえ、次回
からは議員を振り分け、回答に
は十分留意するとともに、一人
でも多くの方に参加してもらえ
るよう、会場や開催日時などを
よく検討してまいります。
　また、町民の皆さまから、議員
定数や報酬など、テーマを設け、
直接身近に意見交換できる会
も開催したいと思います。

議長　木野 春徳

※議会報告会の全内容は、議会の
　ホームページに掲載しています。

　もっと大口町をより良くしていきたいという意見
が聞け、町の現状を知ることができ良かった。警官
になったら交通事故を減らし、ワースト１を返上でき
るよう頑張っていきたい。

　町民の声や意見をより町政に反映させるために
も、議員と対話ができる意見交換会を設けていただ
きたい。

　多くの方の意見も出て、これからも議会だより
をよく読んでみようという気持ちになった。

　交通事故のデータは参考になった。町も議題と
して協議する必要がある。議会改革/大口町

5

質問・意見・要望とアンケート 結果  
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桜のクローン培養 補正予算化桜のクローン培養 補正予算化
12月議会で決まった主な内容

　１２月定例会を、１１月２６日から１２月１５日までの２０日間の会期で開催しました。
○町提出（１６議案）　　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定や補正予算、
　　　　　　　　　　　健康文化センター等の指定管理者の指定など
　採決の結果　[賛成多数]　 個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定、
　　　　　　　　　　　　　情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正、
　　　　　　　　　　　　　今年度の一般会計補正予算、国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　[全会一致]　 税条例等の一部改正、今年度の介護保険特別会計補正予算、
　　　　　　　　　　　　　財産の取得など
○請願及び陳情　　　　　採決の結果　[採　　択]　請願１件及び陳情１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[不 採 択]　請願１３件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[聞きおく]　陳情４件
○議員提出議案及び　　　採決の結果　[全会一致]　２議案
　委員会提出議案　　　　　　　　　　

（関連記事　Ｐ８～９）
一般質問では、７議員が町政全般にわたり質問しました。

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例

条
例
の
制
定・改
正

　
町
で
の
個
人
番
号
の
独
自
利
用
と
特
定
個
人
情
報
の
提
供

の
範
囲
を
新
た
に
定
め
る
。

議案質疑、総務建設及び
文教福祉の各常任委員会
での主な質疑を掲載します。

6

税
条
例

問□答□

問□答□

問□答□問□答□

１２
桁
の
番
号
を
書
く
の

は
住
民
に
は
負
担
。ど
こ
に
利

便
性
が
あ
る
の
か
。

役
場
窓
口
で
の
申
請
時

に
用
意
す
る
書
類
が
省
略
で

き
る
が
、目
に
見
え
て
利
便

性
を
実
感
で
き
る
も
の
は
少

な
い
。課
税
等
、公
平
公
正
な

社
会
の
実
現
が
第
一
で
あ
る
。

個
人
番
号
や
個
人
情
報

の
利
用
は
心
配
だ
が
、住
民
へ

の
周
知
は
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

十
分
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を

周
知
し
て
い
く
。

　

災
害
や
疾
病
等
に
よ
り
納

税
が
困
難
に
な
り
、徴
収
を

猶
予
さ
れ
た
税
金
の
分
納
方

法
を
定
め
る
。

猶
予
の
申
請
期
限
は
税

の
納
期
限
か
ら
６
か
月
だ
が
、

手
続
き
の
遅
れ
で
短
縮
す
る

恐
れ
は
な
い
か
。

例
え
ば
、１１
月
２０
日
に

督
促
状
を
発
送
す
る
と
１２
月

１
日
か
ら
差
押
え
が
可
能
と

な
る
が
、猶
予
の
申
請
は
翌

年
５
月
１
日
ま
で
可
能
。承

認
さ
れ
れ
ば
差
押
え
も
猶
予

さ
れ
る
た
め
、対
象
者
に
不
利

益
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

猶
予
の
期
間
は
。

原
則
１
年
、最
高
２
年

で
あ
る
。

【
松
江
市
姉
妹
提
携 

記
念
植

樹
】　　
　
　
　

 

（
35
万
円
）

時
期
は
い
つ
頃
を
予
定

し
て
い
る
か
。

松
江
市
の
武
者
行
列
、

町
の
金
助
桜
ま
つ
り
の
あ
る

４
月
２
日
又
は
３
日
、樹
種

は
、双
方
と
も
桜
を
検
討
し

て
い
る
。

【
記
念
品
の
制
作
】（

64
万
円
）

「
桜
の
扇
子
」
と
の
こ

と
。
過
去
、行
財
政
改
革
を

理
由
に
削
減
し
て
き
た
事
業

が
復
活
す
る
。な
ぜ
今
、方
針

を
転
換
す
る
の
か
。

過
度
に
な
ら
ず
透
明
性

を
保
ち
な
が
ら
、対
外
的
に

必
要
な
も
の
は
措
置
す
る
。

訪
問
し
た
時
、訪
問
さ
れ
た

時
に
、町
ら
し
い
記
念
品
と

し
て
長
く
使
っ
て
も
ら
え
る

も
の
、代
表
者
の
方
に
お
渡

し
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
と

考
え
た
。

【
古
来
種
の
桜
の
ク
ロ
ー
ン
培

養
】　
　
　
（
1
9
4
万
円
）

ク
ロ
ー
ン
培
養
す
る
目

的
は
。Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
っ
た
、

町
の
古
来
種（
３
本
）桜
の
ク

ロ
ー
ン
培
養
を
作
る
。将
来

的
に
は
、五
条
川
の
桜
を
保

存
す
る
た
め
苗
を
作
り
、植

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
保
育
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
】（

1
7
0
万
円
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
買
い
替
え
る

理
由
は
。

現
機
種
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

定
期
的
に
パ
ッ
ド
等
の
交
換

が
必
要
。来
年
度
、Ａ
Ｅ
Ｄ
本

体
の
更
新
を
予
定
し
て
い
た

が
、経
費
面
を
考
慮
し
、大

人・小
児
で
パ
ッ
ド
を
交
換
せ

ず
に
利
用
可
能
な
新
機
種
を

前
倒
し
で
購
入
す
る
こ
と
と

し
た
。

【
北
保
育
園
工
事
】

（
2
4
5
9
万
円
）

住
民
に
対
す
る
経
過
説

明
の
た
め
、定
期
的
に
工
事

現
場
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
は
。

地
元
区
長
に
は
現
場
を

見
て
も
ら
っ
た
。工
事
に
対
す

る
理
解
と
情
報
公
開
の
た

め
、１
期
工
事
が
終
了
し
た

段
階
で
、住
民
へ
の
内
覧
会

を
計
画
し
て
い
る
。

【
道
路
整
備
】

来
年
度
の
区
の
土
木
要

望
を
５
つ
に
絞
っ
た
の
は
。

区
と
し
て
特
に
重
要
な

も
の
を
要
望
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
。過
去
に

予
算
化
し
て
い
な
い
要
望
箇

所
は
、理
由
を
付
記
し
た
一

覧
を
区
長
会
で
配
布
し
て
い

る
。要
望
以
外
で
も
緊
急
の

工
事
は
、適
宜
予
算
措
置
し

て
対
応
し
て
い
く
。

【
戸
別
デ
ジ
タ
ル
受
信
機
】

５
９
０
０
万
円
の
減
額

は
、当
初
予
算
の
約
半
分
に

当
た
る
。こ
の
財
源
が
あ
れ

ば
、他
の
事
業
も
予
算
化
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。配
慮
さ

れ
た
い
。

確
定
し
て
い
た
平
成
２５

年
度
の
他
地
区
の
配
布
率
を

も
と
に
予
算
措
置
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

見
込
を
下
回
っ
た
。ア
ナ
ロ
グ

受
信
機
が
使
え
る
こ
と
も
、

配
布
率
が
伸
び
な
い
要
因
。

３０
年
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
、町
内
全
世
帯
へ
の
情

報
発
信
は
、メ
ー
ル
配
信
等
、

戸
別
受
信
機
以
外
の
方
法
も

考
え
て
い
る
。
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平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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問□答□問□答□

１２
桁
の
番
号
を
書
く
の

は
住
民
に
は
負
担
。ど
こ
に
利

便
性
が
あ
る
の
か
。

役
場
窓
口
で
の
申
請
時

に
用
意
す
る
書
類
が
省
略
で

き
る
が
、目
に
見
え
て
利
便

性
を
実
感
で
き
る
も
の
は
少

な
い
。課
税
等
、公
平
公
正
な

社
会
の
実
現
が
第
一
で
あ
る
。

個
人
番
号
や
個
人
情
報

の
利
用
は
心
配
だ
が
、住
民
へ

の
周
知
は
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

十
分
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を

周
知
し
て
い
く
。

　

災
害
や
疾
病
等
に
よ
り
納

税
が
困
難
に
な
り
、徴
収
を

猶
予
さ
れ
た
税
金
の
分
納
方

法
を
定
め
る
。

猶
予
の
申
請
期
限
は
税

の
納
期
限
か
ら
６
か
月
だ
が
、

手
続
き
の
遅
れ
で
短
縮
す
る

恐
れ
は
な
い
か
。

例
え
ば
、１１
月
２０
日
に

督
促
状
を
発
送
す
る
と
１２
月

１
日
か
ら
差
押
え
が
可
能
と

な
る
が
、猶
予
の
申
請
は
翌

年
５
月
１
日
ま
で
可
能
。承

認
さ
れ
れ
ば
差
押
え
も
猶
予

さ
れ
る
た
め
、対
象
者
に
不
利

益
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

猶
予
の
期
間
は
。

原
則
１
年
、最
高
２
年

で
あ
る
。

古来種とされている「八佐の桜」（秋田一丁目地内）

【
松
江
市
姉
妹
提
携 

記
念
植

樹
】　　
　
　
　

 
（
35
万
円
）

時
期
は
い
つ
頃
を
予
定

し
て
い
る
か
。

松
江
市
の
武
者
行
列
、

町
の
金
助
桜
ま
つ
り
の
あ
る

４
月
２
日
又
は
３
日
、樹
種

は
、双
方
と
も
桜
を
検
討
し

て
い
る
。

【
記
念
品
の
制
作
】（

64
万
円
）

「
桜
の
扇
子
」
と
の
こ

と
。
過
去
、行
財
政
改
革
を

理
由
に
削
減
し
て
き
た
事
業

が
復
活
す
る
。な
ぜ
今
、方
針

を
転
換
す
る
の
か
。

過
度
に
な
ら
ず
透
明
性

を
保
ち
な
が
ら
、対
外
的
に

必
要
な
も
の
は
措
置
す
る
。

訪
問
し
た
時
、訪
問
さ
れ
た

時
に
、町
ら
し
い
記
念
品
と

し
て
長
く
使
っ
て
も
ら
え
る

も
の
、代
表
者
の
方
に
お
渡

し
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
と

考
え
た
。

【
古
来
種
の
桜
の
ク
ロ
ー
ン
培

養
】　
　
　
（
1
9
4
万
円
）

ク
ロ
ー
ン
培
養
す
る
目

的
は
。Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
を
行
っ
た
、

町
の
古
来
種（
３
本
）桜
の
ク

ロ
ー
ン
培
養
を
作
る
。将
来

的
に
は
、五
条
川
の
桜
を
保

存
す
る
た
め
苗
を
作
り
、植

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
保
育
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
】（

1
7
0
万
円
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
買
い
替
え
る

理
由
は
。

現
機
種
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

定
期
的
に
パ
ッ
ド
等
の
交
換

が
必
要
。来
年
度
、Ａ
Ｅ
Ｄ
本

体
の
更
新
を
予
定
し
て
い
た

が
、経
費
面
を
考
慮
し
、大

人・小
児
で
パ
ッ
ド
を
交
換
せ

ず
に
利
用
可
能
な
新
機
種
を

前
倒
し
で
購
入
す
る
こ
と
と

し
た
。

【
北
保
育
園
工
事
】

（
2
4
5
9
万
円
）

住
民
に
対
す
る
経
過
説

明
の
た
め
、定
期
的
に
工
事

現
場
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
は
。

地
元
区
長
に
は
現
場
を

見
て
も
ら
っ
た
。工
事
に
対
す

る
理
解
と
情
報
公
開
の
た

め
、１
期
工
事
が
終
了
し
た

段
階
で
、住
民
へ
の
内
覧
会

を
計
画
し
て
い
る
。

問□

問□

答□

問□答□

答□

問□答□

問□答□

【
道
路
整
備
】

来
年
度
の
区
の
土
木
要

望
を
５
つ
に
絞
っ
た
の
は
。

区
と
し
て
特
に
重
要
な

も
の
を
要
望
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
。過
去
に

予
算
化
し
て
い
な
い
要
望
箇

所
は
、理
由
を
付
記
し
た
一

覧
を
区
長
会
で
配
布
し
て
い

る
。要
望
以
外
で
も
緊
急
の

工
事
は
、適
宜
予
算
措
置
し

て
対
応
し
て
い
く
。

【
戸
別
デ
ジ
タ
ル
受
信
機
】

５
９
０
０
万
円
の
減
額

は
、当
初
予
算
の
約
半
分
に

当
た
る
。こ
の
財
源
が
あ
れ

ば
、他
の
事
業
も
予
算
化
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。配
慮
さ

れ
た
い
。

確
定
し
て
い
た
平
成
２５

年
度
の
他
地
区
の
配
布
率
を

も
と
に
予
算
措
置
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

見
込
を
下
回
っ
た
。ア
ナ
ロ
グ

受
信
機
が
使
え
る
こ
と
も
、

配
布
率
が
伸
び
な
い
要
因
。

３０
年
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
、町
内
全
世
帯
へ
の
情

報
発
信
は
、メ
ー
ル
配
信
等
、

戸
別
受
信
機
以
外
の
方
法
も

考
え
て
い
る
。

せ
ん
す
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船

戸

吉

田

　

岡
　

酒

井

鈴

木

大

竹

伊

藤

柘

植

齊

木

大

島

丹
羽（
孝
）

宮

田

丹
羽（
勉
）

木

野

倉

知

結

果

議　　　員　　　名

議 　案 　名

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の制定

情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正

平成27年度一般会計補正予算

平成27年度国民健康保険特別会計補正予算

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠席

欠席

欠席

欠席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案 他の14議案は全員賛成で可決

（議長は裁決に加わらないため空白）

○＝賛成
×＝反対

賛
否
が
分
か
れ
た
４
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す

　

こ
れ
ま
で
個
人
番
号
を

使
用
せ
ず
に
業
務
を
行
っ

て
き
た
。個
人
番
号
で
各

業
務
を
結
び
つ
け
る
こ
と

は
情
報
の
漏
え
い
に
繋
が

り
、住
民
の
利
便
性
も
ほ

と
ん
ど
な
い
。

反
対
討
論

　

町
が
個
人
番
号
を
利
用

す
る
際
は
条
例
で
規
定
す

る
旨
が
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
。条
例
は
、個
人
番
号

の
適
正
な
取
扱
い
を
定
め

る
も
の
で
、業
務
の
適
正

か
つ
円
滑
な
執
行
に
必
要

で
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

今
ま
で
審
査
会
は
一
度

も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

情
報
の
活
用
方
法
が
認
知

さ
れ
な
け
れ
ば
、住
民
は

申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き

な
い
。個
人
番
号
は
事
務

を
煩
雑
に
し
、転
入
・
転
出

時
は
窓
口
の
混
雑
も
予
想

さ
れ
る
。情
報
の
一
元
化

を
や
め
る
こ
と
が
個
人
情

報
の
保
護
に
繋
が
る
。

反
対
討
論

　

こ
の
審
査
会
は
、特
定

個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
の
決
定
等
に
よ

る
不
服
申
し
立
て
の
諮
問

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
て

あ
る
。条
例
の
一
部
改
正

は
、審
査
会
が
調
査
、審
議

等
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例
の

一
部
改
正

　

扇
子
が
町
の
記
念
品

と
言
え
る
の
か
。景
気
に

左
右
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

は
予
算
計
上
す
べ
き
で
な

い
。松
江
市
と
の
姉
妹
提

携
は
否
定
し
な
い
が
新
聞

広
告
掲
載
は
方
針
転
換

で
、
明
確
な
説
明
も
な

い
。国
保
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
の
問
題
を
指
摘

し
反
対
。

反
対
討
論

　

北
保
育
園
整
備
、明
日

の
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立

金
追
加
、障
害
者
自
立
支

援
事
業
等
、住
民
の
福
祉

を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
、適
正
で
調
和
の
と
れ

た
補
正
予
算
で
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

平
成
２７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

保
険
基
盤
安
定
繰
入

金
は
増
大
す
る
療
養
給

付
費
に
消
え
て
し
ま
っ

た
。本
来
は
国
保
税
の
引

下
げ
に
使
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。国
保
税
の
引

下
げ
に
繋
が
ら
な
い
予
算

措
置
の
た
め
反
対
。

反
対
討
論

　

国
保
は
毎
年
、一
般
会

計
か
ら
約
６
０
０
０
万
円

の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
し

て
い
る
。保
険
給
付
費
の

増
加
に
よ
り
赤
字
額
が
増

加
傾
向
で
、財
政
運
営
は

厳
し
い
。さ
ら
に
増
加
が

見
込
ま
れ
る
療
養
給
付
費

に
対
応
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

岡
　
孝
夫

平
成
２７
年
度

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

8
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議
員
提
出
議
案

・
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保

険
適
用
及
び
脳
脊
髄
液
減

少
症
の
治
療
推
進
を
求
め

る
意
見
書

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

提
出
者

　

柘
植　

満

・
福
祉
医
療
助
成
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
金
減
額
措
置
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

提
出
者

　

岡　

孝
夫

請
願
・
陳
情

【
請
願
】

・
安
全
保
障
関
連
２
法（
国

際
平
和
支
援
法
、平
和
安

全
法
整
備
法
）廃
止
の
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
安
倍
内
閣
に
対
し
早
期
退

陣
を
求
め
る
意
見
書
採
択

を
求
め
る
請
願

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

請
願
者

　

日
本
共
産
党
大
口
支
部

　

支
部
長　

江
幡
満
世
志

紹
介
議
員

　

吉
田　

正

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社

会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ

い
て
の
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
消
費
税
率
の
１０
％
引
き
上

げ
中
止
を
求
め
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

１２
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た

１４
件
の
請
願
、５
件
の
陳

情
は
、所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。

・
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
の

年
金
制
度
の
確
立
を
求
め

る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
１８
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療

費
無
料
制
度
を
求
め
る
請

願
書（

賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
福
祉
医
療
助
成
に
対
す
る

国
庫
負
担
金
削
減
措
置
の

廃
止
を
求
め
る
請
願
書

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽

減
特
例
の
恒
久
化
を
求
め

る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
福
祉
医
療
制
度
を
守
り
、

拡
充
を
求
め
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
県
民
の
医
療
を
守
り
、医

療
提
供
体
制
の
充
実
を
求

め
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
と
窓
口
負
担
軽
減
に
関

す
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
一
部

負
担
金
減
免
に
つ
い
て
、生

活
保
護
基
準
の
１・４
倍
以

下
の
世
帯
も
対
象
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
葬
祭

費
支
給
に
関
す
る
請
願
書

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

請
願
者

　

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

実
行
委
員
会

　

代
表
者　

森
谷　

光
夫

紹
介
議
員

　

吉
田　

正

【
陳
情
】

・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
改
善
・
大

幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書

（
聞
き
置
く
）

・「
介
護
従
事
者
の
勤
務
環

境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の

実
現
」を
求
め
る
陳
情
書

（
聞
き
置
く
）

・
愛
知
県
看
護
職
員
１５
万
人

体
制
な
ど
の
実
現
を
求
め

る
陳
情
書

（
聞
き
置
く
）

陳
情
者

　

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労

　

働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長　

西
野
ル
ミ

　

子
・
商
工
会
を
中
心
と
し
た
地

域
商
工
業
振
興
に
対
す
る

支
援
体
制
の
拡
充

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

陳
情
者

　

愛
知
県
商
工
会
連
合
会

　

会
長　

森
田　

哲
夫

　

大
口
町
商
工
会

　

会
長　

宮
地　

計
年

　

他
３
名

・「
憲
法
２５
条
に
基
づ
く
権

利
保
障
と
し
て
の
社
会
福

祉
事
業
を
守
り
拡
充
す
る

こ
と
」に
関
す
る
国
へ
の
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳

情

（
聞
き
置
く
）

陳
情
者

　

愛
知
・
権
利
と
し
て
の
福

　

祉
を
守
る
関
係
団
体
共
同

　

実
行
委
員
会

　

代
表　

藤
井　

信
明

２
議
案
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
、国
の
機
関
な
ど
へ

議
会
か
ら
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
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7議員が質問町政を問う町政を問う
一
般
質
問町政を問う町政を問う

一
　
般

質
　
問

コンビニは２４時間人がおり、人口に応じ店
舗がある。震災時は社会インフラとしても注
目されている。ＡＥＤ設置に取り組めないか。
ＡＥＤによる除細動を実施するまでの時間制
限があるので、コンビニに設置しても効果的
でない。

平成２６年１２月議会（岡　孝夫）
コンビニ等にＡＥＤの設置はできないか
問

答

認知症の早期発見・保護に向け、捜索ネット
ワークの広域化にどう取り組むのか。
５市２町で高齢者等徘徊ＳＯＳネットワークの
広域連携を協議している。県の動向も見守り
ながら必要な対応をしていく。

平成２６年１２月議会（柘植　満）
認知症捜索ネットワークの広域化を
問

答

ど
う
な
っ
た 認知症を含めた高齢者の見守りに関する協定

を新聞販売店、金融機関等と締結し、連絡会を
開催した。県全体で取り組んでいる。

設置は考えていない。

質問者の満足度
連携を着実に進めてほし
い。

質問者の満足度 救急隊を補完する意味
で、救命講習の受講者を
増やすと共に、２４時間利
用可能なＡＥＤの効果的
な配置も重要なのでは。

がんばれ

がっかり

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行 10

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）

伊藤　　浩 学力向上対策　授業改善の重要ポイントは
 　　　自転車ルールの改正　自転車レーンの設置計画は
鈴木　義彦 松江市との姉妹提携　堀尾跡公園に管理人を置けないか
 　　　防犯カメラ　南部地域にも多く設置を
船戸　光夫 通学路の整備計画は
 　　　松江市との姉妹提携　観光ボランティアガイドの育成を
柘植　　満 いじめ・自殺予防を
 　　　腎機能障害の早期発見、予防は
齊木　一三 小中学校聴講制度の実現を
 　　　道路に張り出した樹木への対応は
吉田　　正 みなし年少扶養控除を復活して保育料を算出すべき
 　　　原子力発電についての考えを町長に問う
岡　　孝夫 ごみの分別　見るもので異なるが
 　　　資源リサイクルセンター　収集時間の延長は
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一
　
般

質
　
問

伊
藤
　
浩

西小で行われた高齢者自転車安全走行教室
（中地域自治組織）

本町の小中学校と国の平均点との比較
小学校

国語A

国語B

算数A

算数B

やや下

やや下

やや下

やや下

やや下

やや下

やや下

同程度

H27年度 H26年度 中学校

国語A

国語B

数学A

数学B

同程度

やや下

同程度

同程度

やや下

やや下

同程度

同程度

H27年度 H26年度

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行11

授
業
改
善
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は

学
校
教
育
課
主
幹 
小
中
学
校
が
連
携
し
た
授
業
づ
く
り

学
力
向
上
対
策

国
の
平
均
点
と
比
べ
、

平
成
２６
、２７
年
度
の

学
力
調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

学
力
調
査

は
、「
知
識

Ａ
」と「
活
用
Ｂ
」に
分
か
れ

て
い
る
。表
の
と
お
り
。

調
査
結
果
を
、保
護

者
へ
ど
う
伝
え
て
い

る
の
か
。

個
人
票
は

子
ど
も
と

面
談
し
な
が
ら
手
渡
し
、学

習
状
況
の
改
善
に
生
か
し
て

い
る
。小
6
・
中
3
の
保
護
者

に
は
、学
校
ご
と
に
調
査
結

果
を
分
析
し
た
文
書
を
配
布
。

学
力
向
上
に
対
す
る

授
業
改
善
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
は
何
か
。

知
識
の
教

え
込
み
授

業
で
は
、学
力
は
向
上
し
な

い
。小
中
学
校
の
教
員
が
９

年
間
を
見
通
し
て
連
携
し
、

子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り
が

必
要
。

　

現
在
、「
大
口
学
び
ス
タ
イ

ル
」の
素
案
を
検
討
中
。

自
転
車
走
行
に
関
す

る
小
中
学
校
や
住
民

の
問
題
点
は
。

小
中
学
校

で
は
、
並

列
走
行
や
交
差
点
で
の
一
時

停
止
無
視
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
無

着
用
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

住
民
で
は
、

見
通
し
が

よ
い
場
所
が
多
い
せ
い
か
、

一
時
停
止
違
反
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。

ル
ー
ル
改
正
に
伴
う

住
民
の
周
知
は
。

広
報
紙
の

み
で
は
十

分
で
は
な
い
。チ
ラ
シ
配
布
の

他
、江
南
警
察
署
等
の
協
力

に
よ
る
小
中
学
校
、地
域
で

の
自
転
車
教
室
な
ど
、参
加
・

体
験
型
教
室
で
の
周
知
が
効

果
的
と
考
え
る
。

道
路
交
通
法
改
正
に

伴
う
、自
転
車
レ
ー

ン
の
設
置
計
画
は
。自

転
車
レ

ー
ン
の
設

置
に
は
街
路
灯
、植
栽
帯
等

の
移
設
が
必
要
。交
通
量
を

状
況
把
握
の
上
、レ
ー
ン
設

置
が
必
要
で
あ
れ
ば
、事
業

化
を
考
え
た
い
。

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

生
涯
教
育
部
長

地
域
協
働
部
長

産
業
建
設
部
長

地
域
協
働
部
長

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹伊藤　浩

自転車レーンの設置計画は
部長 交通量を把握し、必要なら事業化

自転車ルールの改正



鈴
木
義
彦

一
　
般

質
　
問

小
口
城
址
公
園
に
は

管
理
人
が
常
駐
し
て

い
る
。管
理
が
行
き
届
く
よ

う
、堀
尾
跡
公
園
に
も
管
理

人
を
置
け
な
い
か
。堀

尾
跡
公

園
は
、
竣

工
当
初
は
管
理
人
を
配
置
し

た
が
、業
務
量
等
の
面
か
ら

取
り
や
め
た
経
緯
が
あ
る
。

同
公
園
は
開
園
後
２０
年
を
経

過
し
て
い
る
。現
段
階
で
は

管
理
人
は
置
か
な
い
が
、修

繕
を
含
め
た
公
園
全
体
の
維

持
管
理
の
見
直
し
や
周
辺
整

備
、維
持
管
理
計
画
の
中
で
、

地
区
や
関
係
団
体
の
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
、検
討
し
て
い

く
。

姉
妹
提
携
に
よ
り
、

観
光
客
も
増
え
る
。

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
等
と
併

せ
、公
園
の
維
持
管
理
の
向

上
が
必
要
で
は
な
い
か
。

堀
尾
跡
公

園
は
、
現

在
、週
３
回
清
掃
し
て
お
り
、

町
内
で
一
番
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
き
れ
い
で
あ
る
。他
の
公

園
を
み
る
と
い
た
ず
ら
で
汚

さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、改

修
工
事
は
、町
全
体
の
公
園

整
備
を
考
え
る
中
で
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

場
所
を
み
る
と
、地

域
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
。

防
犯
カ
メ

ラ
は
江
南

警
察
署
に
相
談
し
な
が
ら
設

置
し
て
い
る
が
、犯
罪
の
抑
止

効
果
に
主
眼
を
お
い
て
お
り
、

窃
盗
犯
罪
等
の
多
い
北
部
地

域
に
設
置
し
て
い
る
。

犯
罪
の
他
、通
学
路
の

交
通
事
故
の
抑
止
効

果
も
期
待
で
き
る
の
で
は
。

朝
夕
の
交
通
量
が
多
い
南
部

地
域
に
も
設
置
を
。犯

罪
、
交

通
安
全
の

両
面
か
ら
設
置
を
考
え
て
い

る
が
、北
部
地
域
が
多
い
状

況
に
あ
る
。

産
業
建
設
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

産
業
建
設
部
長

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴木　義彦

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行 12

維持管理方法を再検討する時期にある堀尾跡公園

犯罪だけでなく、交通事故の減少にも

南部地域にも多く設置を
部長 犯罪の多い地域へ設置

防犯カメラ

堀尾跡公園に管理人を置けないか
部長 維持管理計画の中で検討

松江市との姉妹提携



通
学
路
の
整
備
計
画
は

部
長 
子
ど
も
の
安
全
安
心
に
取
り
組
む

朝
は
通
勤
車
両
が
多

く
、保
護
者
が
集
合

場
所
ま
で
送
り
届
け
て
い
る

事
例
も
あ
る
。通
学
路
の
整

備
の
進
行
状
況
は
。平

成
２７
年

度
は
、
南

小
学
校
２１
か
所
、北
小
学
校

１４
か
所
、西
小
学
校
５
か
所
、

大
口
中
学
校
３
か
所
、計
４３

か
所
の
要
望
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
う
ち
、２７
年
度
又
は

２８
年
度
で
何
ら
か
の
対
策
を

予
定
し
て
い
る
の
は
１８
か
所

で
あ
る
。残
る
箇
所
は
、信
号

機
の
設
置
や
歩
道
整
備
、交

差
点
改
良
を
伴
う
道
路
整
備

等
で
、早
期
対
応
が
困
難
な

も
の
で
あ
る
。

今
後
の
通
学
路
の
整

備
計
画
は
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

通
学
路
の

安
全
確
保

の
た
め
、「
大
口
町
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策

定
し
、併
せ
て
児
童
生
徒
が

よ
り
安
心
し
て
通
学
で
き
る

よ
う「
大
口
町
通
学
路
安
全

推
進
会
議
」を
設
置
し
た
。

　

交
通
安
全
に
関
す
る
対
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、対

策
後
も
効
果
の
把
握
を
行
い
、

改
善
、充
実
す
る
こ
と
で
通

学
路
の
安
全
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、堀
尾
吉
晴
公
に

関
す
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
拡

張
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

堀
尾
吉
晴

公
の
松
江

市
な
ど
で
の
功
績
や
業
績
を

紹
介
す
る
展
示
も
、必
要
と

考
え
て
い
る
。資
料
館
の
展

示
室
全
体
の
ス
ペ
ー
ス
は
限

ら
れ
て
い
る
が
、既
存
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
す
る
か

た
ち
で
内
容
を
充
実
し
て
い

き
た
い
。町

内
に
は
歴
史
に
興

味
、詳
し
い
方
も
い
る
。

観
光
客
に
歴
史
を
紹
介
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
育

成
で
き
な
い
か
。

松
江
城
天

守
の
国
宝

指
定
や
姉
妹
提
携
に
伴
っ
て

交
流
が
活
発
化
し
、見
学
者

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。

　

松
江
城
に
は
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
が
熱
心

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
は
重
要
と

考
え
る
が
、ま
ず
は
町
民
の

方
々
、既
存
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
出

張
講
座
等
で
、普
及
啓
発
活

動
を
行
い
、地
域
の
方
々
と

一
緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

船
戸

船
戸

船
戸

船
戸

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

一
　
般

質
　
問

船
戸
光
夫

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長船戸光夫

観光ボランティアガイドの育成を
部長 地域と連携し検討していく

松江市との姉妹提携

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行

緑のラインは通学路です

姉妹提携で、資料館の役割も大きくなる
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柘
植
　
満

一
　
般

質
　
問

１１
月
に
名
古
屋
市
で

起
き
た
い
じ
め
に
よ

る
自
殺
事
件
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、考
え
て
い
る
か
。

い
じ
め
は
、

生
命
又
は

身
体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、家
庭
や
教
育

現
場
、子
ど
も
た
ち
を
取
り

囲
む
社
会
全
体
の
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

本
町
の
い
じ
め
の
実

態
と
取
組
み
は
。

平
成
２６
年

度
は
小
学

校
及
び
中
学
校
各
１
件
が
認

知
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
は

解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
児
童
生
徒
の
悩

み
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

人
間
性
の
育
成
や
地
域
と
の

関
わ
り
が
、い
じ
め
や
自
殺

防
止
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

い
じ
め
、不
登
校
な

ど
の
実
態
を
「
チ
ー

ム
学
校
」と
し
て
行
政
、地
域
、

福
祉
の
専
門
家
ら
が
一
体
と

な
っ
て
子
供
た
ち
を
守
る
体

制
が
必
要
で
は
。

西
小
の
６
年
児
童

が「
い
じ
め
は 

や
め

る
じ
ゃ
な
く
て 

は
じ
め
な
い
」

と
い
う
標
語
で
表
彰
を
受
け

た
。子
ど
も
の
中
に
も
意
識

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

２６
年
度
、「
い
じ
め
の
防
止

等
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
た
が
、学
校
や
教
育
委
員

会
が
体
制
を
整
備
す
れ
ば
、

い
じ
め
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。制
度
に
魂
を
入
れ

る
た
め
、保
護
者
や
地
域
の

方
々
、教
育
関
係
者
が
有
機

的
に
連
携
し
合
い
、子
ど
も

の
命
を
守
り
、健
全
な
育
成

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
町
の
人
工
透
析
患

者
数
の
推
移
は
。

身
体
障
が

い
者
手
帳

の
腎
臓
機
能
障
害
１
級
所
持

者
は
、平
成
２３
年
度
３２
人
、２４

年
度
４１
人
、２５
年
度
３７
人
、２６

年
度
４１
人
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
検

査
結
果
後
の
指
導
方

法
は
。

丹
羽
郡
の

医
療
機
関

に
委
託
し
て
い
る
。

　

２６
年
度
か
ら
、ク
レ
ア
チ
ニ

ン
値
に
よ
る
腎
臓
の
ろ
過
能

力
の
数
値
、過
去
５
年
分
を

グ
ラ
フ
化
し
た
シ
ー
ト
を
独

自
に
作
成
し
、保
健
指
導
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、２７
年
度

か
ら
、糖
尿
病
に
焦
点
を
当

て
た
健
康
講
座
を
実
施
し
て

い
る
。

尼
崎
市
は
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
健
診
結
果
表

を
全
員
に
郵
送
し
、自
ら
生

活
改
善
に
取
り
組
む
人
が
増

え
て
い
る
。本
町
で
の
導
入

は
可
能
か
。

導
入
に
当

た
っ
て
は
、

結
果
表
の
活
用
方
法
、医
師

会
と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
。

　

先
進
事
例
の
取
組
み
も
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

健
康
福
祉
部
参
事

健
康
福
祉
部
参
事

健
康
福
祉
部
参
事

教
育
長

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

「クレアチニン」
クレアチン（アミノ酸の一種）が代謝されたあとの
老廃物。腎臓でろ過され、尿中に排泄される。数値が
高いと腎臓の機能が低下していることを意味する。

柘植　満

おおぐち議会だより　No.206
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いじめ・自殺予防を
教育長 いじめは やめるじゃなくて
　　 はじめない

腎
機
能
障
害
の
早
期
発
見
、予
防
は

参
事 

保
健
指
導
や
健
康
講
座
を
実
施
し
て
い
る健診結果と対応の分類(出典：厚生労働省 標準的な健診・保健指導プログラム【改訂版】)



生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、授
業
を
児
童
生

徒
と
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
聴

講
制
度
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

学
校
教
育

も
生
涯
学

習
の
1
つ
で
あ
り
、聴
講
制

度
は
、今
一
度
、基
礎
基
本
を

学
び
た
い
、学
び
な
お
し
た

い
と
い
う
人
に
、開
か
れ
た

学
校
教
育
を
実
践
で
き
る
取

組
み
と
し
て
大
き
な
意
義
が

あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

地
域
の
大
人
の
学

ぶ
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
、子
ど
も
が
学
び
に

対
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る

よ
い
機
会
で
あ
り
、子
ど
も
・

大
人
に
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
、学
校
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
場
に
も
な
る
。

 

一
方
、学
校
は
安
全
安
心
が

最
優
先
で
、児
童
生
徒
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
安
全
・
衛
生

面
、最
近
は
不
審
者
対
策
に

十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。そ
れ
ら
が
対
処
で
き

れ
ば
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
と

は
考
え
に
く
く
、今
後
、学
校
、

保
護
者
、地
域
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
制
度
導
入
の
議
論

を
深
め
た
い
。

実
施
に
向
け
て
取
り

組
め
な
い
か
。

一
般
の
方
に
、教
室

の
子
ど
も
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、い
じ

め
に
対
す
る
抑
止
力
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
、学
校
関
係
者
、

保
護
者
と
も
話
し
合
い
、検

討
し
て
い
き
た
い
。

道
路
に
張
り
出
し
た

生
垣
の
枝
等
、通
行

上
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い

道
路
の
管
理
は
。

区
長
や
住

民
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
に
よ
り
、

樹
木
の
所
有
者
に
文
書
な
ど

で
剪
定
や
伐
採
の
処
理
を
依

頼
し
て
い
る
。

私
有
地
か
ら
道
路
に

張
り
出
し
て
い
る
樹

木
は
土
地
所
有
者
に
所
有
権

が
あ
り
、民
法
上
、第
三
者
が

切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。道

路
管
理
者
と
し
て
、敷
地
所

有
者
へ
の
指
導
は
。

通
行
に
支

障
が
あ
る

生
垣
等
の
枝
の
処
理
は
、樹

木
の
所
有
者
に
切
除
義
務
が

あ
り
、町
が
代
わ
っ
て
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、交
通
事
故
の
未

然
防
止
や
災
害
時
の
避
難
経

路
の
確
保
の
た
め
、道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
の
際
に
狭
い
道
路

で
確
認
し
た
場
合
は
、樹
木

の
所
有
者
に
対
し
、剪
定
や

伐
採
を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

１１
月
に
名
古
屋
市
で

起
き
た
い
じ
め
に
よ

る
自
殺
事
件
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、考
え
て
い
る
か
。

い
じ
め
は
、

生
命
又
は

身
体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、家
庭
や
教
育

現
場
、子
ど
も
た
ち
を
取
り

囲
む
社
会
全
体
の
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

本
町
の
い
じ
め
の
実

態
と
取
組
み
は
。

平
成
２６
年

度
は
小
学

校
及
び
中
学
校
各
１
件
が
認

知
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
は

解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
で
は
児
童
生
徒
の
悩

み
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

人
間
性
の
育
成
や
地
域
と
の

関
わ
り
が
、い
じ
め
や
自
殺

防
止
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

い
じ
め
、不
登
校
な

ど
の
実
態
を
「
チ
ー

ム
学
校
」と
し
て
行
政
、地
域
、

福
祉
の
専
門
家
ら
が
一
体
と

な
っ
て
子
供
た
ち
を
守
る
体

制
が
必
要
で
は
。

西
小
の
６
年
児
童

が「
い
じ
め
は 

や
め

る
じ
ゃ
な
く
て 

は
じ
め
な
い
」

と
い
う
標
語
で
表
彰
を
受
け

た
。子
ど
も
の
中
に
も
意
識

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

２６
年
度
、「
い
じ
め
の
防
止

等
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
た
が
、学
校
や
教
育
委
員

会
が
体
制
を
整
備
す
れ
ば
、

い
じ
め
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。制
度
に
魂
を
入
れ

る
た
め
、保
護
者
や
地
域
の

方
々
、教
育
関
係
者
が
有
機

的
に
連
携
し
合
い
、子
ど
も

の
命
を
守
り
、健
全
な
育
成

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
町
の
人
工
透
析
患

者
数
の
推
移
は
。

身
体
障
が

い
者
手
帳

の
腎
臓
機
能
障
害
１
級
所
持

者
は
、平
成
２３
年
度
３２
人
、２４

年
度
４１
人
、２５
年
度
３７
人
、２６

年
度
４１
人
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
検

査
結
果
後
の
指
導
方

法
は
。

丹
羽
郡
の

医
療
機
関

に
委
託
し
て
い
る
。

　

２６
年
度
か
ら
、ク
レ
ア
チ
ニ

ン
値
に
よ
る
腎
臓
の
ろ
過
能

力
の
数
値
、過
去
５
年
分
を

グ
ラ
フ
化
し
た
シ
ー
ト
を
独

自
に
作
成
し
、保
健
指
導
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、２７
年
度

か
ら
、糖
尿
病
に
焦
点
を
当

て
た
健
康
講
座
を
実
施
し
て

い
る
。

尼
崎
市
は
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
健
診
結
果
表

を
全
員
に
郵
送
し
、自
ら
生

活
改
善
に
取
り
組
む
人
が
増

え
て
い
る
。本
町
で
の
導
入

は
可
能
か
。

導
入
に
当

た
っ
て
は
、

結
果
表
の
活
用
方
法
、医
師

会
と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
。

　

先
進
事
例
の
取
組
み
も
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

齊
木

齊
木

齊
木

町
長

齊
木

齊
木

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

一
　
般

質
　
問

齊
木
一
三

生
涯
教
育
部
長

教
育
長

齊木一三

道路に張り出した樹木への対応は
部長 所有者に剪定や伐採を依頼

小
中
学
校
聴
講
制
度
の
実
現
を

教
育
長 
制
度
導
入
の
議
論
を
深
め
た
い

せん     てい
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生垣は、所有者が責任をもって剪定を
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原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
考
え
を
町
長
に
問
う

町
長 

安
全
で
信
頼
で
き
る

     

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
べ
き

吉
田
　
正

一
　
般

質
　
問

今
年
度
か
ら
保
育
料

の
算
定
は
、年
少
扶

養
控
除
を
所
得
控
除
せ
ず
に

所
得
税
を
計
算
し
、保
育
料

を
算
定
し
て
い
る
。最
大
い

く
ら
保
育
料
の
支
払
い
が
増

え
た
か
。

　

国
の
地
方
創
生
の
戦
略
分

野
で
は
、子
育
て
が
あ
る
。国

は
言
っ
て
い
る
こ
と
と
や
っ

て
い
る
こ
と
が
逆
行
し
て
い

る
。

第
３
子
以

上
の
園
児

の
家
庭
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
、旧
年
少
扶
養
控
除
の

み
な
し
適
用
廃
止
に
よ
る
保

育
料（
利
用
者
負
担
額
）増

額
は
最
大
で
月
額
４
８
０
０

円
、年
額
で
は
５
万
７
６
０

０
円
。

　

国
は
配
偶
者
一
人
、旧
年

少
扶
養
控
除
対
象
者
２
人
の

４
人
家
族
を
モ
デ
ル
と
し
、

で
き
る
だ
け
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
階
層
設
定
し
た

が
、３
人
以
上
の
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
の
一
部
は
負
担
増

に
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

し
か
し
、町
は
従
来
か
ら

少
子
化
対
策
の
単
独
事
業
と

し
て
、第
３
子
以
降
の
保
育

料
を
２
割
軽
減
す
る
制
度
を

実
施
し
、さ
ら
に
来
年
度
か

ら
、第
３
子
以
降
の
延
長
保

育
料
の
軽
減
を
加
え
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

九
電
川
内
原
発
は
再

稼
働
さ
れ
た
。町
長

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

原
子
力
規

制
委
員
会

等
に
よ
る
、非
常
に
厳
し
い

安
全
審
査
を
ク
リ
ア
し
た
上

で
の
再
稼
働
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

平
成
２７
年
１１
月
の
電

気
代
の
検
針
票
の
裏

に
は
、下
の
絵
の
よ
う
に
、放

射
性
廃
棄
物
の
９７
％
は
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
と
説
明
し
て
い

る
。現
実
は
、リ
サ
イ
ク
ル
で

き
て
い
な
い
状
態
だ
。町
長

の
考
え
は
。

中
部
電
力

の
広
報
担

当
者
に
経
緯
等
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、「
公
共
性
の
高
い
事
業

で
あ
る
が
ゆ
え
、事
業
活
動

の
一
環
と
し
て
様
々
な
媒
体

を
利
用
し
て
周
知
し
て
い

る
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
は
原
爆
の
恐
怖

を
味
わ
っ
た
国
で
あ

る
。原
子
力
に
対
す
る
不
安

感
は
絶
え
ず
あ
る
。原
爆
症

に
苦
し
む
方
の
声
も
聞
い
て

い
る
。

　

い
か
に
安
全
に
信
頼
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て

い
く
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、廃
棄
物
の
処
理
の
仕
方

が
一
日
で
も
早
く
解
決
で
き

る
よ
う
念
願
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

吉
田

吉
田

吉
田

町
長

せ
ん
だ
い
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みなし年少扶養控除を復活して
保育料を算出すべき
部長 町単独事業で保育料の軽減を継続

吉田　正



一
　
般

質
　
問

岡
　
孝
夫

おおぐち議会だより　No.206
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見
る
も
の
で
異
な
る
が

部
長 
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
し
て
い
き
た
い

ご
み
の
分
別

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
等

で
分
別
指
示
が
さ
れ
て

い
る
が
、見
る
も
の
に
よ
っ
て

異
な
る
。

い
ず
れ
も

正
し
い
ご

み
分
別
を
示
し
て
い
る
が
、

詳
細
に
説
明
し
て
い
る
の
は
、

資
源
ご
み
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、同

内
容
で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
動
画
で
あ
る
。

　

ご
み
分
別
方
法
は
定
着
し

て
き
て
い
る
が
、月
に
数
回
、

問
合
せ
が
あ
り
、判
断
に
迷

わ
れ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、誰
に
で
も
分

か
り
や
す
く
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
分
別
に
関
す
る
冊
子
の

作
成
を
、他
市
町
の
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、研
究
し
て

い
く
。イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
分
別
に

は
、理
由
を
示
し
て
、納

得
の
上
で
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
は
。広

報
の
特

集
記
事
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

を
検
討
す
る
。住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、分
か

り
や
す
い
表
現
に
努
め
る
。

砂
利
の
駐
車
場
で
カ
ー

ト
を
押
し
た
り
、引
い
た

り
は
危
険
。未
舗
装
部
の
舗

装
を
。ま
た
、な
ぜ
身
障
者
向

け
の
駐
車
枠
が
な
い
の
か
。

駐
車
場
の

未
舗
装
部

分
で
は
、資
源
ご
み
を
運
ぶ

際
に
も
不
便
を
か
け
、近
隣

の
住
民
の
方
か
ら
砂
ぼ
こ
り

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

舗
装
工
事
は
、身
障
者
向

け
の
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

平
日
よ
り
土
曜
の
利
用

者
が
か
な
り
多
い
。利
用

時
間
の
分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
実
施
し
、試
験
的

に
収
集
時
間
の
延
長
は
で
き

な
い
か
。

現
状
で
は

午
前
中
の

利
用
者
が
多
い
こ
と
や
住
民

か
ら
の
延
長
要
望
の
声
も
少

な
い
た
め
、現
在
の
収
集
時

間
で
運
営
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
が
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
運
営
の
課
題
と
し
て
前

向
き
に
研
究
し
て
い
く
。

岡

岡

岡

岡

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

産
業
建
設
部
長

岡　孝夫

回収時間の延長は
部長 現在の収集時間で運営を続けたい

資源リサイクルセンター

一般に分別に迷いそうなもの
保冷剤
乾燥剤（シリカゲル・石灰）
使い捨てカイロ（使用済）
使い捨てカイロ（未使用）
FAXのインクリボンカートリッジ
（例　家庭用A4　128枚相当（42m））
一升瓶のフタ（複合素材）
飲まなくなった・期限切れ等の薬（粉・錠剤等）
湿布
不要となった肥料
クレヨン
口紅
消しゴム
金色と銀色の色紙

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12
13

可燃ごみ
可燃ごみ
可燃ごみ
可燃ごみ（原則使い切る）
テープ類
（破砕機械に詰まるため）
その他プラ（プラ部分が多いため）
可燃ごみ
可燃ごみ
適正処理困難物
可燃ごみ
その他プラ（容器にプラ部分が多いため）
可燃ごみ
可燃ごみ

本町での分別は

砂利の上、カートで資源ごみを運ぶ利用者

今回の質問で分別指示が示された品目例
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広報は、議会の重要なテーマの1つ

研修成果を議会だよりに生かす

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行

10/20（火）
10/21（水）

町村議会広報研修会にて学ぶ  議会広報常任委員会

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

は
、平
成
27
年
度
町
村
議
会

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
は
、２
日
間
に
渡

り
全
国
か
ら
２
１
４
町
村
、

１
０
０
０
人
を
超
え
る
議
員

及
び
事
務
局
職
員
の
参
加
の

も
と
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
初
日

　

２
人
の
専
門
講
師
か
ら

「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ
る

広
報
へ
」「
思
わ
ず
手
に
と
る 

　

読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
印
象
に
残
っ
た
３
点
】

①
議
会
だ
よ
り
は
、作
り
手

と
読
み
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
成
立
を

②
読
み
や
す
い
文
は
、句
読

点
を
含
め
１
文
を
30
字
以

内
で

③
分
か
り
や
す
い
文
は
、最

初
に
結
論
を
、次
に
理
由

や
経
緯
を
、最
後
に
詳
細

な
デ
ー
タ
を

研
修
２
日
目

　

講
師
の
芳
野
政
明
先
生
か

ら
、昨
年
度
優
良
賞
の「
議
会

だ
よ
り
だ
い
せ
ん
」（
鳥
取
県

大
山
町
）、最
優
秀
賞
の「
か

わ
に
し
議
会
だ
よ
り
」（
山
形

県
川
西
町
）の
編
集
方
針
、編

集
理
念
や
特
徴
に
つ
い
て
、

長
所
を
大
変
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
、と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【「
議
会
だ
よ
り
だ
い
せ
ん
」

で
参
考
に
な
っ
た
４
点
】

①
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
紙
、

住
民
の
興
味
を
引
く
見
出

し
を

②
簡
潔
な
文
章
、読
み
や
す

い
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ（
文
字

の
大
き
さ
）
と
レ
イ
ア
ウ

ト
を

③
議
会
だ
よ
り
に
し
か
な
い

情
報
の
記
載
を

④
発
行
の
迅
速
化
に
努
力　

【「
か
わ
に
し
議
会
だ
よ
り
」

で
参
考
に
な
っ
た
６
点
】

①
行
政
・
議
会
用
語
の
表
現

を
工
夫
し
、住
民
目
線
の

分
か
り
や
す
い
編
集
を

②
見
出
し
は
で
き
る
だ
け
大

き
く
、簡
潔
で
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
表
現
を

③
写
真
は
１
記
事
に
最
低
１

枚
、キ
ャ
プ
シ
ョ
ン（
見
出

し
）も
記
事
に
関
連
の
あ

る
表
現
に

④
主
語・述
語
を
適
切
に
、 

５

Ｗ
１
Ｈ（
＊
参
照
）も
忘
れ

ず
、読
み
手
を
第
一
に

⑤
広
聴
広
報
活
動
の
機
能
が

発
揮
さ
れ
、議
会
改
革
の

推
進
が
住
民
に
見
え
る
編

集
に

⑥
リ
ー
ド
文
で
は
、企
画
意

図
や
趣
旨
を
記
載

＊「
い
つ（W

h
e
n

）
、ど
こ        

で
（W

h
e
re

）
、だ
れ
が    

（W
ho

）、な
に
を（W

hat

）、

な
ぜ（W

hy

）、ど
の
よ
う   

に（H
ow

）」と
い
う
、情
報    

伝
達
の
ポ
イ
ン
ト
。

研
修
を
終
え
て

　

２
日
間
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
で
、本
町
に
不
足
し
て

い
る
こ
と
は
全
委
員
で
協
議

し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

住
民
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
、

よ
く
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
伊
藤
浩
）

18



皆さんの声を、紙面に生かします

Point① どのくらい読まれているのか?
全体的に見ると、「毎回読む」「気になるページを読む」「時々   

読む」と答えた方が９３％を占めています。

【読んでいない理由】
・内容が分からない　・配布されていない

Point② 読む時間は?
読む時間は、１５分以上の方が８７％を占めています。

Point③ 興味のある記事は?
「一般質問」と答えた方が最も多く、次いで   

「質疑」「特集」の順になっています。

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行

議 会 だ

アンケート結果アンケート結果
よ り

　１０月３１日（土）のふれあいまつりで、
「議会だより」のアンケートを実施しました。
　３２８人の方にご協力いただきました。  
ありがとうございました。  
　今回は、その結果を報告します。

男性
123人
37%

男性
123人
37%

41～60歳
51人
16%

41～60歳
51人
16%

81歳以上  18人  5%81歳以上  18人  5%

めったにない  6人  2%めったにない  6人  2% 読んだことがない  6人  2%読んだことがない  6人  2%

～20歳  4人  1%～20歳  4人  1% 21～40歳  9人  3%21～40歳  9人  3%

61～80歳
246人
75%

61～80歳
246人
75%

毎回
162人
49%

毎回
162人
49%

30分以上
94人
29%

30分以上
94人
29%

表紙
12%
表紙
12%裏表紙

9%
裏表紙
9%

概要 4%概要 4%

特集
15%
特集
15%

質疑
17%
質疑
17%

追跡あれからどうなった
10%

追跡あれからどうなった
10%

なし
6%
なし
6%

一般質問
21%
一般質問
21%

委員会視察
6%

委員会視察
6%

15分くらい
192人
58%

15分くらい
192人
58%

5分以下
42人
13%

5分以下
42人
13%

時々
37人
11%

時々
37人
11%

気になる
109人
33%

気になる
109人
33%

特定
8人
3%

特定
8人
3%

女性
205人
63%

女性
205人
63%

　アンケートの結果から、「もっと分かりやすく」
「記事の内容を詳しく」といった要望をいただき
ました。  
　今後も、読者にとって、より分かりやすく、興味
を持って読んでいただける紙面づくりを目指し
ます。 

（議会広報常任委員一同）

性別

読み方

読む時間

興味のある記事

年齢
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まちの
元気者
まちの
元気者

手続きは簡単です！
役場3階で住所と名前を書くだけ

3月定例会予定

会議録が閲覧できます
http://www.town.oguchi.aichi.jp
/2741.htm

３月  １日（火） 提案説明
３月  ７日（月） 質疑
３月  ８日（火） 質疑・委員会付託
３月１０日（木） 総務建設常任委員会
３月１４日（月） 文教福祉常任委員会
３月１７日（木） 一般質問
３月２２日（火） 一般質問
３月２４日（木） 討論・採決

表紙の写真
■議会報告会■

　議会では、今回の報告会
を検証し、会議の進め方な
どを議論しています。
　今後も多くの皆さんと意
見交換する場を設け、開か
れた議会を目指します。
＝１１月７日　健康文化セン
ター　多目的室

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〒
４
８
０
-０
１
４
４
 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

T
EL（
0587）95

-1702（
直
通
）　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り

取材を終えて
　時間が合えば、ごいっしょさせていただいてい
ますが、土日もあって大変な仕事です。これから
も縁の下の力持ちとして、地域社会を支える一
員であり続けてほしい方です。　　　 （岡 孝夫）

♪　水野さんのお仕事は？

　良き企業市民として、地域の皆さんとの交
流を通して、より良い社会づくりを推進してい
ます。

♪　本町内では、例えばどんな活動を？

　「海外救援衣料回収」、「アダプト清掃」、児
童センターでの「バルーンアート」、五条川の
清掃等や、町内とはいえませんが愛知駅伝の
お手伝いもさせてもらっています。
　また、弊社社員食堂には「チャリティー・ヘル
シーメニュー」があります。健康食材を使い寄
付金１０円を上乗せしたメニューで、社員の健
康増進とアジア保健研修所を通じて、フィリピ
ンの保健師さん育成に役立ててもらうことが
目的です。

♪　ご自宅は岐阜でしたっけ？

　おちょぼ稲荷の近くの安八郡輪之内町から
通っています。朝は７０分かかりますが、愛車
（ロードスター）で通勤を楽しんでいます。
(^_^)/

12 月
定
例
会
N
o.206

平
成
28年

1月
29日

チャリティー・ヘルシーメニュー（東海理化社員食堂）

さぁ、楽しんでごみを拾いましょう！（アダプト清掃）

議

長

委
員
長

副
委
員
長

委

員

木
野
春
徳

伊
藤
　
浩

岡
　
孝
夫

吉
田
　
正

酒
井
正
宗

鈴
木
義
彦

丹
羽
　
孝

発
行
責
任
者

議
会
広
報
常
任
委
員
会

♪　町政や議会への要望などありましたら？

　社会貢献活動を通じて、皆さんと笑顔と感
動を分かち合いたいと思っております。多方面
から、ご支援いただければ幸いです。

おおぐち議会だより　No.206
平成 28年1月29日発行

寄
付
行
為
の
禁
止

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

20

社会貢献活動を
推進しています
㈱東海理化総務部ボランティア
センター長の水野二一さんに
お話しを伺いました。

に   いち
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